
　
たんすや食器棚など倒れる危険

のある家具類は壁に固定しておき

ましょう。固定が難しい場合は、

倒れた時に避難経路を塞がないよ

う配置を工夫してみましょう。
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問合せ先問合せ先　　防災安全課防災係（窓口⑩）　☎防災安全課防災係（窓口⑩）　☎㊱㊱４１４５４１４５

９月は防災月間です～災害に備えましょう～

　日本では、これまでに数々の大災害に見舞われてきましたが、歴史上の大きな災害として記憶されているのが、

1923 年９月１日に発生した関東大震災です。この震災を忘れず、災害に対する備えを行うことを目的として、1960

年に「防災の日」が制定されました。近年は、地震以外にも様々な自然災害が全国的に頻発しています。この機会に、

各家庭での防災グッズの見直しや避難経路の確認などを行ってみましょう。

事前にできる備え

■１号認定（幼稚園部）

市内に住民登録のある３～５歳児

（Ｈ 30.4.2 ～Ｒ 3.4.1 生）

■２・３号認定 （保育園部）

市内に住民登録のある生後７か月～小学

校就学前までの保育の必要性がある児童

　令和６年４月の入園・入所を受付ます。新規入園・入所を希望

される方は日程などをご確認の上、申込手続をお願いします。

　申込書は、説明会会場で配布するほか、10 月４日（水）以降、

教育委員会、各保育所（園）、認定こども園に用意します。在園児

の申込みについては、各園からの通知に従い提出してください。

　令和６年５月以降入園・入所希望の方は、入園・入所希望月の

前月 10 日までに学校教育課こども育成係までお申込みください。

①入園・入所説明会に出席①入園・入所説明会に出席

　入園・入所に必要な手続や保育内容等を園

長等が説明し、申込書を配布します。

※感染症等の状況で中止とする場合は、市

ホームページでお知らせしますので、説

明会前日に市ホームページをご確認くだ

さい。

※説明会へ参加するための事前申込みは不

要です。当日会場へお越しください。

②入園・入所申込書の提出②入園・入所申込書の提出

■提出期間　

10 月 24 日 ( 火 )、25 日（水）
　　　　　　　　　　　　 の２日間
※新規入園（入所）のみ申込書にマイナンバーの記載

欄があります。申込みの際には、本人確認書類（免

許証等）、世帯全員のマイナンバーカード又は通知

カードをご持参ください。

※指定日にご都合が悪い場合は、10 月 31 日までに学

校教育課へ提出してください。11 月１日以降の申

込みは、２次 ･３次調整となります。

入園・入所手続の流れ

施設名
①入園・入所説明会 ②入園・入所申込み

期日 時間・会場 期日 時間・会場

下田認定こども園下田認定こども園 （敷根 765-19）
　通園バスあり（３歳児以上）
　１号認定（幼稚園部）定員 90 人
　２・３号認定（保育園部）定員 121 人

10 月４日

（水）

※スリッパ

靴袋持参

下田認定こども園ホール

13：30 ～ 15：00

※託児あり

10 月 24 日

（火）

９：00 ～ 18：00

中央公民館

２階 大会議室

下田保育所下田保育所（四丁目 5-26）

　２・３号認定（保育園部）定員 150 人

稲生沢こども園稲生沢こども園（立野 34）
　通園バスあり（年齢による制限なし）
　１号認定（幼稚園部）定員 15 人
　２・３号認定（保育園部）定員 105 人 10 月３日

（火）

稲生沢こども園ホール

13：30 ～ 15：00

※託児あり

10 月 25 日

（水）ひかり保育園ひかり保育園（西中 9-4）

　通園バスあり（年齢による制限なし）

　２・３号認定（保育園部）定員 60 人

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

～新規入園・入所希望の方は、説明会に参加してください～～新規入園・入所希望の方は、説明会に参加してください～

保育所（園）・認定こども園保育所（園）・認定こども園
入園・入所手続のご案内入園・入所手続のご案内　　　　　　　　

問合せ先　学校教育課こども育成係　☎㉓３９２９

※下田幼稚園は令和５年３月 31 日をもって閉園しました。

対象児童

　
備蓄方法のひとつにローリング

ストック法があります。普段から

備蓄食料を食べることで、期限切

れを防ぐことができます。また、

アレルギー対応品の入手が困難と

なる可能性もあるため、備蓄の際

に意識しておきましょう。

　
災害時には電話がつながりにく

くなります。携帯電話や固定電話か

ら利用できるNTT災害伝言ダイヤル

「171」などで安否確認を行うことも

できます。SNSなども活用しながら

災害時の安否確認手段を決めてお

きましょう。

②非常食の準備・試食 ③連絡手段の確認

～補助制度のご紹介～

　
感震ブレーカーは、揺れを感知し自動的に電気を止める器具のことです。大地震が発生すると通電火災（停電

から電気が復旧するときに発生する火災）が起きる可能性があります。自宅にいないときやブレーカーを落とし

てからの避難が難しい場合は、感震ブレーカーを設置することで二次被害を減らすことに繋がります。

◯申請時に必要な書類

　①補助金交付申請書　 

　②設置個所の写真又は図面　 

　③設置・購入費の見積書

◯補助額　対象経費の３分の２（上限５万円）

感震ブレーカー整備事業補助金

▲既存のブレーカーに

　内蔵できるタイプ

▲既存のブレーカーに

　外付けできるタイプ

　
家庭用の発電機および蓄電池（交流 100V 出力端子を備えたもの）の購入費に補助金を交付しています。発電

機や蓄電池を用意しておくことで、停電時の非常用電源として利用できます。詳細は、市ホームページを閲覧、

もしくは防災安全課までお問合せください。

◯申請時に必要な書類

　①補助金交付申請書　 ②仕様が分かるカタログ等のコピー　 ③運転免許証等の写し

　※３万円以上の購入の場合、２者以上の見積書が必要となります。

◯補助額　対象経費の２分の１（上限４万円）

家庭用ポータブル発電機等購入費補助金

①家具などの固定


